










もりや  ゆき    
森屋 由紀 
学 位 の 種 類  博士（医学） 
学位授与年月日 平成 27 年 3 月 25 日 
学位授与の条件 学位規則第 4 条第 1 項 





論文審査委員 主査 教授 富田 博秋 
   教授 谷内 一彦 教授 松岡 洋夫 































集団飼育雄性 MOP-KO マウスより有意に高値であったのに対し、集団飼育雌性 MOP-KO マウ
（書式１２） 
スでは心理社会的隔離飼育雌性 MOP-KO マウスに比べアルコール摂取量が有意に高値であっ
た。 
 
まとめ  
本研究から発達早期のストレス暴露により、成熟後のアルコール摂取行動への影響に MOP が
関与していることを確認し、MOP 機能がアルコール摂取行動の安定化に寄与している可能性が
示唆された。更に、MOP 機能不全の雄が発達早期にストレスに暴露されると成熟後のアルコー
ル摂取量が増加するのに対し、MOP 機能不全の雌マウスでは発達早期のストレス暴露がない群
で成熟後のアルコール摂取量が増加するという逆の影響を確認した。今後、ストレス暴露がアル
コール摂取行動に及ぼす性別特異的影響形成におけるメカニズムにおいて、MOP の機能的な役
割を詳細に研究することで、アルコール摂取行動や依存形成のメカニズムの解明が進み、アルコ
ールに関する医療保健上の諸問題への解決の糸口となることが期待される。 
 
 

